
　徳島県の特産物であるすだち

は、特有の香りや味を有するだ

けでなく、果皮にはスダチチン
図1 を始めとする特長的なポリ

フェノールが含まれています。

　スダチチンは、カボス、シーク

ワーサーなどに含まれる注目の

機能性成分ノビレチン 図2 と構造

が類似しています。ノビレチンの

作用としては、抗糖尿病、抗認知

症や体内時計調整などの効果が

明らかとなっています。このこと

から、スダチチンも同様の健康維

持増進作用が期待できます。

産官学の連携による 
健康への取り組み

　徳島大学や徳島県は鋭意研究

を重ね、これまでにスダチチンの

抗糖尿病作用などを報告してい

ます。その成果をもとに徳島大

学と共同研究を行い、スダチチン

を含むスダチ果皮エキス末の抗

糖尿病作用を動物試験にて確認

したところ、スダチ果皮エキス末

にも抗糖尿病作用を認めました。

　それを受け、徳島県・徳島大

学との産官学連携体を基に、メ

タボリックシンドロームの境界型
（BMI23kg/m2以 上 ）に分 類され

る人を対象に、スダチ果皮エキ

ス末の12週間の継 続摂取が内

臓脂肪量などに与える影響を調

査しました。

　その結果、全脂肪面積および

内臓脂肪面積はスダチ果皮エキ

ス末摂取群では摂取開始前と終

了後では低下傾向を示し、内臓

脂肪面積／皮下脂肪面積比は摂

取開始前と比較して終了後に有

意に低下しました（p＝0.044）。

　スダチ果皮エキス末はスダチ

チン以 外にもポリフェノールの

一種であるヘスペリジンなどの

有効成分を含むことから、長期

間摂取により、メタボリックシン

ドロームの予防効果が得られる

可能性が期待されます。このこ

とから、スダチ果皮エキス末を

錠 剤 化したS
ス　ダ　チ　ン

udachinを 開 発、

2020年2月6日から販売を開始

しました。 将来的には、機能性

表示食品化を目指したいと考え

ています。

・ 糖尿病での死亡率が高い
・ 健康とともに徳島県の産業にも 

寄与したい

・ すだちは徳島県の特産品で入手が容易
・ これまで廃棄されていた果皮に 

抗糖尿病作用を有する成分を確認

徳 島 県 民 の 健 康を守りたい

case study

「すだち果皮 」の 成 分に注目

Product Information

地域貢献・地方創生は健康から
産官学連携体から生まれた製品
スダチ果皮エキス末
Sudachin®

敷 島  康 普
S h i k i s h i m a y a s u h i r o

池田薬草株式会社 
取締役 品質管理部長 
薬学博士（ 薬剤師 ）

ローカルイノベーション
の成功モデルになるよう
事業を育てたいです。

図1  スダチチンの構造式 図2  ノビレチンの構造式
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　第一工業製薬の創業者の一人で

ある小野茂平は、1909年の創業と

同時に「蚕
さん

繭
けん

解
かい

舒
じよ

液
えき

」の製造を行い

ながら、さらに販売拡大のために各

地を駆け回っていました。建坪2坪ほ

どの手狭な工
こう

場
ば

、器具も材料も不足

するなか、新製品開発のための実験

も行っており、翌1910年には製品第

2号となる「美也光精練剤」を完成さ

せています。

　寸暇を惜しみ、日々精力的に活動

していた小野は、少尉として日露戦争

に出征していた時期があり、それにつ

いて「天職である工業技術から4年も

遠ざかってしまった。同期と比べなん

と遅れたことか。1日もムダにできな

い」と述懐しています。彼は、世界を

相手にした技術進歩の著しいこの時

代に、遅れは機会損失に直結すると

いう焦りがあり、それが彼を突き動か

す原動力となっていたのでしょう。

　さて、異例のスピード開発となった

この精練剤ですが、実は2つの幸運

が味方しています。1つは知識。小野

は以前、絹製品を検査・監督する部

門に勤めており、今後その業界で何

が必要になるか知っていました。製

品化さえできれば確実に売れる確信

がありました。もう1つは時間。今

日、実験を行う研究者の常識に「時

間に仕事をさせろ」というものがあり

ます。化学反応に時間がかかる場合、

撹拌器などにかけっぱなしにして時間

に仕事をさせ、その間にほかの仕事

をすることを言います。1909年の

夏、小野は実験材料を火にかけたま

まで接客してしまい、後で確認すると

焦げていました。しかし、実験は成功

していたのです。偶然、運良く時間

に仕事をさせていた訳です。

　この成果を元に、さらに改良と実

験を重ね、1910年に「美也光精練剤」

を完成させます。知識と創意工夫で

未来を切り拓き、時代を駆け抜けた

小野茂平。彼は当時27歳。若きアン

トプレナーであったと言えるでしょう。

絹練用石鹸「美也光精練剤」
絹織物に欠かせない精練工程に使われる石鹸は、高価な輸入品か
品質に劣る国産品しか無い時代に、新たな国産石鹸を創製する物語。

「 美 也光 精練 剤 」
で 絹 織 物の品 質向上と

製 造コスト削 減 が 可 能に

Photograph for:

創業当時の街並み（珠数屋町）

明治後期頃の珠数屋町界隈の様子。西
本願寺前で線香を商う「負野薫玉堂」の
一事業として、2坪ほどの簡素な工場か
らのスタートアップであった。

Photograph for:

絹織物を精練する様子（明治後期）

絹糸や絹織物は洗剤などで煮沸するこ
とで美しい光沢が生まれるが、不純物が
残ると染色でムラ（雲形）になる。精錬剤
は羽二重などの品質向上をもたらした。

Photograph for:

美也光精練剤行進曲

「美也光精練剤」拡売の際にはテーマソ
ング（行進曲）も作られた。「くもりの問題 
解決されて」と、製品最大の特長を歌詞
にしている。

若かりしころの小野茂平。国内
に工業原料がほとんどなく、輸
入材は高価であったが、自身の
従軍勲章年金（300円）を元手に、
銀行からの融資を受け、会社の
基盤を築いていった。
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